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協働・共創によるイノベーションの実現

ＮＸグループは2023年度に組成したＮＸグローバルイノベー

ションファンドを中心として、DX・サステナビリティの推進

に資する新しい技術・事業アイデアや中長期での新事業に資す

る領域に強みを持つ日本国内外の有望なスタートアップとの事

業共創を推進しています。

これまで、CVC活動を通じて得られた有望なスタートアップ

の技術や事業の情報を、当社グループ内の事業部門へと発信し

てきました。2025年度はこれを発展させ、さらに現場の課題を

起点として、広く世のスタートアップに解決策を募る機会とし

て、「NX-Tech HUB Open Innovation Program」を開催しま

した。

第1回となる今回は、現場での活用ニーズの高まりを実感し

ている「生成AI」で解決したい現場課題を題材に募集したとこ

ろ、社内で100件を超える応募があり、それらに対するスター

トアップからの提案も300件以上寄せられました。同年12月に

実施した最終選考会「DEMO DAY」では、選抜された6社の中

から特にシナジーが見込まれる2社を採択しました。

日本国内外スタートアップなど
とのパートナーシップ強化

⚫ 指標・取組み

取組み概要

スケジュール

▲ DEMO DAYの様子

NX-Tech HUB Open Innovation Program

NX-Tech HUB Open Innovation Program
ニュースリリース：「 」共創パートナー社を採択NX-Tech HUB Open Innovation Program 2

ニュースリリース：「NX-Tech HUB Open Innovation Program」

共創パートナー2社を採択

▲ 採択企業① 労災リスク可視化と

行動改善

▲ 採択企業② SOP自動作成と多言

語化

2025年
9月

プログラム告知・提案募集 → 10月提案締切り

2025年
12月

DEMO DAY開催（6社プレゼン → 2社採択）
採択企業①株式会社AYUMI BIONICS
（ＮＸキャッシュ・ロジスティクス株式会社との共創）
採択企業②株式会社クラウドシフト
（NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社
ロジスティクスソリューション部との共創)

2026年
2～4月

実証実験期間

2026年
6月

成果報告会を開催
（社会実装に向けた本格検討を開始）

https://eiicon.net/about/nipponexpress-holdings2025/
https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/press/2026/20260119-1.html


1.0 1.03カラム（9.0cm） 3カラム（9.0cm） 3カラム（9.0cm）1.5 1.5

2カラム（14cm）1.5 2カラム（14cm） 1.5

4カラム（6.5cm）1.5 4カラム（6.5cm） 1.51.0 1.0 1.04カラム（6.5cm） 4カラム（6.5cm）

ナビ
（1.87cm）

1.15

H
14.15
cm

1.6

2.15

1.0

NIPPON EXPRESS HOLDINGS SUSTAINABILITY REPORT 2026 68

社
会
的
価
値

経
済
的
価
値

環
境
的
価
値

ガ
バ
ナ
ン
ス

（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）

重
要
課
題

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

Contents

地域社会の発展への貢献

ＮＸグループの事業は、道路や鉄道、港湾、空港などの社会

基盤の上に成り立っており、それぞれ関係する地域や社会と密

接に関わっています。当社グループは、物流企業としての社会

的・公共的使命を認識するとともに、地域社会と積極的にコ

ミュニケーションを図り、地域に根ざした社会貢献活動に取り

組んでいます。

ＮＸグループは、一般社団法人日本物流団体連合会（物流

連）が物流人財育成を目的に大学生を対象に実施する講座に講

師を派遣しています。物流を通して地球温暖化などの環境問題

の解決に取り組む当社グループの活動を紹介し、「物流とサス

テナビリティ」というテーマで講義を実施しました。

2025年度は青山学院大学の学生164名、横浜国立大学の学生

60名が受講し、大学生に物流に対する関心と理解を促すとと

もに、若い世代から率直な意見を収集する機会となりました。

受講生からは「CMで企業名しか知らなかった会社の具体的業

務内容を知ることができた。」、「ドライバー不足の解消に必

要な課題を知ることができた。」など多くの意見が寄せられま

した。

ＮＸグループは、環境・社会貢献活動の一環として、山形県

飯豊町および鳥取県日南町に「ＮＸグループの森」を設け、

「森の多面的機能を高める」「地域社会への貢献」「環境人財

の育成」をコンセプトに、年2回、町役場や森林組合などの協

力・指導の下、計画的に植樹や下草刈りなどを実施しています。

グループ会社の従業員とその家族がボランティアとして参加し

ており、これまでの森林育成活動には延べ約2,200名以上が参

加し、12,400本以上の苗木を植樹しました。飯豊町での活動は

2026年秋に20周年となります。

また、日本国内のみならず、世界各地でも植樹活動を行って

います。当社グループは、自然環境を次世代へつなぐための活

動を今後も継続していきます。

ＮＸグループは、国連による「世界環境デー」（6月5日）お

よび環境省による「環境月間」（6月）の取組みに呼応し、毎

年6月に、環境意識の醸成を目的として、当社グループで働く

従業員を対象に「ＮＸグループ環境フォトコンテスト」を開催

しています。「未来に届けたい風景」および「私のエコライ

フ」をテーマに、世界各地から寄せられた多くの作品の中から、

審査を経て入賞作品を決定しました。

ＮＸグループは地域に根ざしたさまざまな社会貢献活動を各

地で展開しています。主な活動実績は下記のとおりです。

コミュニティ参画に関する考え方 ⚫ 戦略

事業を通じた社会貢献 ⚫ 指標・取組み

大学寄付講座への講師派遣

▲ 希望を映す田んぼの夕暮れ

参加・派遣延べ人数

清掃活動 8,378

交通安全運動 753

祭礼への協力・参加 894

職場献血活動 1,845

学校などへの講師派遣 150

企業訪問・職場体験 825

学校での物流関連講義受講者数 2,937

社会貢献活動実績（2025年度）

「ＮＸグループの森」での森林育成活動

「ＮＸグループ環境フォトコンテスト」開催

文化交流・社会貢献活動 ⚫ 指標・取組み

（単位：人）
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